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離島の海浜環境における体験活動が心身に及ぼす影
響




























































































































































































被験者 性別／年齢 身長（c､） 体重（kg）
1 男／2４ 178 7９
２ 女／2２ １６０ 6５
３ 男／2２ 167 5６
４ 女／2２ 158 4８
５ 男／2２ 175 5４
６ 男／2２ 152 5０
７ 女／2２ 160 4７
８ 男／2１ 177 6４
９ 女／2２ 156 4７
1０ 男／2１ 170 6０
1１ 女／2２ １６８ 6
1２ 男／2１ 178 6０
1３ 男／2２ 176 5８
1４ 男／2１ 166 5４




































































































































































































































































































































































1 3.8 3.8 3.3 2.3
２ 3.7 5.1 4.8 6.2
３ 3.5 2.0 16.7 13,3
４ 35.6 36.1 14.7 1３．６
５ 33.2 32.2 31.9 28.8
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日常圏の人工的空間である。自然の海浜の特'性は、屋外であ
るため海水、エアロゾルが含まれた潮風、日光に随時直接に
触れることができる。これは、季節や天候による変動はある
が自然療法の基本原則として必要なことであり、海浜におけ
る空気浴、日光浴、海水浴において重要な要素である。
また、心理状態は、自律ﾈ１１１経機能や中枢神経機能の働きと
も密接に関わっている。従って、被験者によって程度の差は
あるが、血圧、心拍変動係数、脳波においても少なからず落
ち着きやリラックスの効果がみられたことは、自然環境のも
つ特性が、転地により自律ﾈＩｌ１経系の切換えに関係したと考え
られる。
おわりに
離島の海浜における体験活動による心身への影響について
は、自律ﾈ'１１経機能の働きについては、その平均値の変化から
は明確な差異は検証されなかった。しかしながら、各指標の
増減結果に着目すると、自然の海浜では屋内プールに較べて
血圧が低下し、心拍変動係数（LF/Ｗ値）の各成分のパワー
量からは、交感神経系及び副交感神経の活動がともに活発に
なり、自律神経系の系全体が活性化する傾向がみられた。
中枢神経機能の働きについては、脳波データよりα波が検
出され、生体がくつろぎ、リラックスしていることが明らか
になった。但し、自然の海浜においてα波の出現率が最も高
い被験者が多かったものの、被験者の総数が少なく、被験者
を増やす必要があると思われる。
本研究においては、血圧、心電、脳波を指標としたが、こ
れらの指標は短時間の活動でもその影響が出やすい一方で、
わずかな刺激によっても変動しやすいという特徴がある。従
って､各指標に明確な差異がみとめられなかった原因として、
被験者の刺激負荷状況が常に変化しそのコントロールがｉｉＩＬ
いこと、被験者が20代の健康な学生で身体の回復力が早いこ
となど力源因として考えられる。さらに、各測定地が温度や
湿度がともに高く似通った環境であったことも一因として挙
げられる。自然の海浜と屋内プールなどの人工的環境におけ
る影響の差異性については、今後さらに詳しい検証を行う予
定である。
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